
I n f o r ma t i on

【市役所の相談窓口】
●就園前：子育て応援課発達支援係
　　　　　(プラザけやき内☎37-1137)
●就園児：こども政策課幼保こども園係
　　　　　(プラザけやき内☎37-1131)
●就学児：学校教育課学校指導係
　　　　　(中央公民館内☎73-1113)

【市役所以外の相談窓口】
・東遠地区生活支援センター
　(☎35-2971、西方4345-2)
・静岡県中西部発達障害者支援センター
  『COCO』
　(☎0547-39-3600、島田市大川町10-1
 　エフビル３階)

こ こ

子育て応援課発達支援係（プラザけやき内☎37-1137）問い合わせ

■「ことばの成長がゆっくりかもしれない…」
　一般的に子どもは、１歳半頃から、人や物の名前を
理解し、「ブーブ」「ワンワン」などの単語を話すよう
になります。そして２歳頃になると、「マンマ、ちょ
うだい」などの２語文が出るようになり、２歳半から
３歳頃には、言葉でのコミュニケーションをとれる
ようになります。周囲の人がたくさん声を掛けてあ
げましょう。

★Point
・絵本の読み聞かせがオススメです。
　子どもの興味や気持ちに合わせた声
　掛けをしながら、やりとりを楽しめ
　ると良いです。
・親子のふれあい遊びはとても大切で
　す。子どもは、遊びの中で人とやり
　とりする力を身につけていきます。

★Point
・まず子どもの気持ちを受け止めましょう。
・子どもの自分でやりたい気持ちに寄り添い、さりげ
　なくサポートしてあげましょう。
・３歳頃になり、言葉がわかるようになったら、“子ど
　もにとってうれしいこと”で事前にお約束をしてお
　くのが効果的です。

■「かんしゃくがひどく、どう対応したらいいのかな…」
　２歳前後から「イヤイヤ期」が始まります。イヤイ
ヤ期は、大人にはわずらわしい時期ですが、子どもの
発達にはとても大切な「自
立」の始まりの時期です。
大人のペースでやらせよう
としても、なかなかうまく
いきません。子どもの思い
を受け止めながら、無理せ
ず過ごしましょう。

■「子どもをどのように褒めたらいいのかな…」
　子どもを褒めると、「親子の信頼関係が深まる」、「挑
戦する気持ちや前向きに取り組む気持ちが持てる」、
「認めてもらうことで自己肯定感を育むことができ
る」などの良い効果がたくさんあります。

★Point
・日常生活の中でできたことを褒めてあげると、「大人が
自分を見てくれている」と感じられ、安心します。
・成功したときだけでなく、頑張った過程を褒めても
らうことで、「もう一度チャレンジしよう」という気
持ちにもつながります。
・褒め言葉をかけるゆとりがない時や、どう褒めたらい
いかわからない場合には、うれしそうに拍
手をしたり、頭をなでたりしましょう。そ
れだけでも、子どもにはうれしい事です。
・「ありがとう」「助かったよ」「うれしいよ」
といった大人の気持ちを伝えましょう。褒
められたときと同じように、自己肯定感が
高まります。

●気軽に相談ください
　市では、乳幼児健診などで、子どもの成長・発達
を見守り、保護者から気になることや心配な事を
聞きながら、幼児相談や教室の紹介を行っていま
す。教室は、親子あそびの各教室、子育てのコツを
伝えるコモンセンス・ペアレンティング講座、ペア
レント・プログラム講座などがあります。
　自己主張が強くなる時期は、大人もイライラし
てしまったり、子どもの発達に不安を感じたりす
ることもあるかもしれません。そのような時には、
一人で抱え込まず、身近な人や市などの窓口(下記)
に相談しましょう。
※市ホームページに、発達支援に関する
　過去の記事を掲載しているので、ぜひ
　参考にご覧ください。

子育てのコツを知って親子で楽しく
乳幼児期の関わりのポイントを紹介

子どもの発達には、個人差や生まれ持った特性があり、得手・不得手、興味・
関心を持つ対象、成長のペースなどは人それぞれに違います。そのため、
子育ての仕方も皆同じではありません。乳幼児期の子育てに関する代表的
な相談について、ワンポイントアドバイスをお伝えします。
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市役所からのお知らせ

40,783

43,762

46,334
47,036

47,502
47,041 46,763

47,789

昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年
0

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

48,000

50,000
（人）

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

0

（世帯）

9,788

11,110

12,801
13,727

14,698
15,485

16,095

17,759

世帯数［世帯］人口［人］

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

老年人口（65歳以上） 生産年齢人口（15～64歳） 年少人口（15歳未満）
平成17年

9,457
（19.9）

31,007
（65.3）

7,010
（14.8）

平成22年

10,298
（22.0）

29,800
（63.6）

6,790
（14.4）

平成27年

11,682
（25.1）

28,176
（60.4）

6,755
（14.5）

令和２年

12,864
（27.2）

27,785
（58.7）

6,711
（14.2）

（人）

※カッコ内は総人口に占める年齢別割合
※年齢別割合は「年齢不詳」を除いて算出

人口から読み解く菊川市の現状
国勢調査の調査結果(確定値)の公表

令和２年10月１日を基準日として実施された「令和２年国勢調査」の確定
値(人口等基本集計結果)が公表されました。国勢調査の結果は、国や県、
市のこれからの行政運営の基礎となるものです。今後、少子高齢化対策や
防災対策など、私たちの生活に欠かせない施策に役立てられます。

企画政策課企画係（☎35-0900）問い合わせ

■人口増加数は県内第２位
　増加率は第３位
　市の人口は４万7,789人、世帯
数は１万7,759世帯で、前回(平成
27年)調査より、人口は1,026人、
世帯は1,664世帯増加しました。
県内他市町と比較すると、人口
が増加した市町は、掛川市、袋井
市、長泉町、菊川市の４市町で、
人口の増加数は県内第２位、増
加率は県内第３位となりました。

■年少人口が多い「若いまち」
　年齢別人口は、年少人口が、
6,711人（14.2％）、生産年齢人口が
２万7,785人（58.7％）、老年人口が
１万2,864人（27.2％）となりました。
年少人口と生産年齢人口は、前
回調査と比べて減少しましたが、
年少人口の総人口に占める割合
は、県内第３位となりました。

■もっと詳しく知りたい人は
　市ホームページでは、今回掲載できなかったその他の結果についても
掲載していますので、ご確認ください。

オンライン調査推進に係る総務大臣表彰を受賞
　令和２年国勢調査では、前回(平成27年)調査に引
き続き、オンライン調査による回答が推進されました。
　市は、オンライン調査による回答を積極的に推進
し、その成果を上げた地方自治体として、全国の市
区で20団体のみが受賞対象となる、「総務大臣表彰」
を受賞しました。
　市のオンライン回答率は49.9％で、全国平均(37.9
％)や静岡県平均(44.7％)と比べ、高い回答率となり
ました。市民の皆さん並びに調査員・指導員の皆さ
ん、調査に協力いただきありがとうございました。

今後も、スムーズな統計調査の推進のため、オンラ
イン調査への協力をお願いします。
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▶市ホームページ
　「国勢調査結果概要」
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